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（別紙）

令和５年度一般財団法人群馬県母子寡婦福祉協議会事業報告及び附属明細書

[事業報告]

Ⅰ 法人の概況

１ 設立年月日 昭和２５年３月６日（昭和３７年１月２９日財団法人認可）

平成２５年４月１日から一般財団法人へ移行

２ 定款に定める目的

この法人は、県内母子寡婦福祉団体の業務の円滑な推進を図り、ひとり親家庭の福祉の増進

に努め、健全なる家庭生活の確立に寄与することを目的とする。

３ 定款に定める事業内容

(1) 母子寡婦福祉推進に関する事業

(2) 母子家庭等就業支援対策（職業紹介事業を含む）に関する事業

(3) 母子及び父子並びに寡婦福祉法施行令（昭和３９年政令第２２４号）第６条に掲げる事業

(4) その他この法人の目的を達成するために必要な事業

４ 所管官庁

群馬県生活こども部県民活動支援・広聴課

５ 会員の状況

前期末会員： ７０９ 名

当期末会員： ６６５ 名

増 減：▲ ４４ 名

６ 主たる事務所・施設の状況

主 た る事 務所：前橋市新前橋町１３番地の１２

県社会福祉総合センター５階
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７ 役員に関する事項

任期：令和４年５月２７日～令和６年５月定時評議員会終結の時まで

役 職 氏 名 常勤・非常勤 担当職務・現職

理事長 高 田 啓 子 非常勤 藤岡市母子会長

副理事長 小 林 活 代 非常勤 沼田市母子会長

副理事長 宮 田 光 子 非常勤 れんげつつじ会長

副理事長 金 子 喜代子 非常勤 桐生市母と子の会長

常務理事 津久井 裕 美 常 勤 事務局長

理事 小此木 安 代 非常勤 伊勢崎市母子会長

理事 川 島 秀 子 非常勤 館林市母子寡婦会会計

理事 ※1大 槻 正 子 非常勤 安中市母子会長

理事 ※2矢 内 友 香 非常勤 玉村町母子会長

理事 松 井 千 明 非常勤 母子部長（伊勢崎市母子会）

監事 宮 田 紘 子 非常勤 れんげつつじ会副会長

監事 ※3萩 原 八重子 非常勤 安中市母子会副会長

※1、3：R5.12辞任、※2：R5.9辞任

８ 職員に関する事項

常 勤 職 員：２名（事務局２名）

非常勤嘱託職員：３名（就業・自立支援センター２名、ポルト１名（R5.8まで））

臨 時 職 員：１名（ポルト１名）（R6.1まで）

９ 許認可に関する事項

一般財団法人群馬県母子寡婦福祉協議会移行認可書

平成２５年３月１８日 群馬県指令 学 第２０１３７－４３号

平成２５年４月 １日 一般財団法人へ移行
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Ⅱ 事業の状況

１ 事業の実施状況

(1) 母子寡婦福祉推進に関する事業

ア 各種大会・研修会

① 令和５年度全国母子寡婦福祉研修大会への参加

期 日：令和５年１１月１８日（土）、１９日(日）

場 所：長崎県佐世保市

参加者：理事長、事務局長

② 第７６回関東地区母子寡婦福祉研修大会への参加

期 日：令和５年９月２３日（土・祝）

場 所：東京都千代田区

参加者：理事長以下１０名

③ 第７１回母子家庭・寡婦福祉県民大会の開催

期 日：令和５年１０月２２日（日）

場 所：県社会福祉総合センター 大ホール

参加者：１５０名

・第１回準備委員会

期 日：令和５年６月１６日（金）

場 所：県社会福祉総合センター

議 題：開催要綱、大会宣言、決議等について

・第２回準備委員会兼係員打合せ会議

期 日：令和５年１０月６日（金）

場 所：県社会福祉総合センター

議 題：大会運営の最終確認、来賓等の参加状況と対応、

大会係員役割分担等について

④ 関東地区母子部長会議への参加

期 日：令和５年７月２３日（日）

場 所：神奈川県横浜市

参加者：母子部副部長１名

イ 機関紙の発行

① 機関紙「母と子」の発行

機関紙「母と子」第９１号を発行し、ひとり親家庭・寡婦に関する情報の提供をはじ

め、福祉団体としての目的や事業等の周知を図った。

配布部数：２，３００部

② 母子部「スマイル・スマイリー」の発行（共同募金助成事業）

令和５年５月に機関紙４０号及び１１月に４１号の発行を通じて、イベントの周知や

新たな支援制度等についての情報提供を行った。

配布部数：２，０００部

ウ 公式ラインとＨＰリニューアルの運営

令和４年４月に供用開始したＨＰと公式ラインのＰＲに努め、母子会事業やその他の

支援情報など必要な人に必要な情報がわかりやすく迅速・確実に届くよう情報提供を行

った。ＨＰの入力フォームやラインの活用により事業への参加や相談、照会など利用者

の利便性向上を図るとともに、役員等への諸連絡、集計業務等事務の効率化を図った。

エ 母子と寡婦の交流・体験の実施

① おしゃべりカフェ(親)＆マジック(子)（太陽誘電（株）・共同募金助成事業）

期 日：令和５年４月３０日（日）

場 所：県社会福祉総合センター

参加者：親子１３組 ２８人

② ひとり親家庭体験研修事業（県社協社会福祉振興基金事業）

期 日：令和５年７月２２日（日）

場 所：キッザニア東京

参加者：親子４０組 ８８人
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③ 親子ふれあい交流事業（県受託事業）

ひとり親家庭の親子及び寡婦を対象に、母子家庭と寡婦の体験を深める講習会や明日

の活力を助長するレクリエーション事業を実施するための経費の一部を助成した。

・講 習 会 ・ 体 験 事 業：６事業

（参加者１５７人／母・父：５５人、子ども：７６人、寡婦：２６人）

・レクリエーション事業：８事業

（参加者３０４人／母・父：１１８人、子ども：１６０人、寡婦：２６人）

④ 子どもの自然体験活動事業（子どもゆめ基金助成事業）

ひとり親家庭に不足しがちな自然に触れ親しむ体験活動を通して、こどもの心身の

豊かな成長を促し、親子の交流を深めることを目的として実施した。

期 日：令和５年１０月２８日（土）～２９日(日）

場 所：国立赤城青少年交流の家

参加者：親子１８組 ４４人

⑤ お母さん旅行【実施せず】

期 日：令和５年１１月４日（土）～５日（日）１泊２日

場 所：山梨県甲府市他

⑥ お母さんの東京観劇ツアー

期 日：令和５年７月７日（金）

場 所：劇団四季、築地市場ランチ

参加者：４５人

⑦ ひとり親家庭親子交流･体験事業（共同募金助成事業）

ひとり親家庭の親子が、親子間の交流を深めるとともに児童の健全育成につなげるた

め、親子で体験を共有する親子参加型イベントを実施した。

・親子で体験！使える英語体験プログラム

期 日：令和５年１１月１８日（土）

場 所：前橋商店街まちなかサロン

参加者：親子２組 ４人

⑧ ひとり親家庭無料学習支援事業（県からの受託事業、玉村町からの受託事業、共同募

金助成事業）

ひとり親家庭の子どもの「学校と家庭以外の居場所づくり」を基本とし、児童の健全

育成や保護者同士の情報交換・交流を図った。

教 室：県内３教室（前橋、玉村、高崎）

対 象：ひとり親家庭の小学生（５教科）

期 日：令和５年５月１３日（土）～令和６年２月２４日（土）（週２～３回）

場 所：県ぐんま男女共同参画センター、玉村町西児童館、高崎市中央公民館

参加者：児童３９人

⑨ ローソン(株)による「夢を応援基金」給付型奨学金事業

平成２９年７月に開始された返還不要の給付型奨学金。令和５年度は全国で４００名

が奨学生に選考された。本県では３９名の応募があり、一次審査（書類審査）、二次審

査（面接・作文）を県母子会で行い、全国母子寡婦福祉団体協議会（全母子協）に推薦

を行った。最終的に６名が合格し、全母子協から奨学金が支給された。

対 象：ひとり親家庭の中学３年生～高校３年生（収入条件等あり）

給付額：年間３６万円（３万円／月×１２月）

(2) 母子家庭等就業支援対策（無料職業紹介事業を含む）に関する事業

ア 群馬県母子家庭等就業・自立支援センター（無料職業紹介事業を含む）事業

① 群馬県母子家庭等就業・自立支援センター事業（県、前橋市、高崎市受託事業）

ひとり親家庭等の社会的自立を促進するため、職業紹介をはじめとして、就業相談員

による就業支援、求人情報の提供、講習会など一貫した就業支援サービスを総合的に提

供し、ひとり親家庭の母（父）及び寡婦の自立を支援した。

また、弁護士による養育費相談会や就業支援のためのパソコン講習会等を開催した。

・就業支援 就業相談：１６６件

・パソコン講習会

期 日：令和５年１０月１日（日）～１１月１９日（日）計８回

場 所：中央総合学院ＴＡＣ群馬校（前橋市）

参加者：１４人



- 5 -

・相談関係職員研修会

期 日：令和６年１月９日（火）

場 所：県社会福祉総合センター

講 師：カウンセリングオフィスハルモニア 代表 鈴木浄美 氏

テ―マ：「マイナス感情とどう向き合うか」

参加者：１９人

・弁護士による養育費等無料相談会実施

期 日：令和５年６月１７日（土）、１１月 ４日（土）

令和６年２月１０日（土）、 ３月２７日（水）

場 所：県社会福祉総合センター

相談者：１６人

・養育費相談

相談件数：１１５件

その他関係機関と連携・協力し、ひとり親家庭の就労の推進を図った。

※市町村への出張相談会の実施：１７市町村で延べ２０回、相談者５５人

② 群馬県自立支援プログラム策定事業（県・前橋市・高崎市受託事業）

児童扶養手当受給者の自立を促進するため、個々のケースに応じた自立支援計画書を

策定し、これを基に市町村担当課やハローワークと緊密に連携することで確実な就業・

自立支援を行った。

支援計画策定件数：４件

③ 群馬県養育費等確保支援事業

養育費の確保支援のため、公正証書等の作成に必要な経費等について補助を行った。

・申請件数：８件

(3) 母子及び父子並びに寡婦福祉法施行令第６条に掲げる事業

ア 収益事業

① 軽食喫茶経営

県社会福祉総合センター１階において、軽食喫茶「ポルト」を営業し、喫茶軽食の提

供及び会議用弁当の取次ぎ等を行って来たが、コロナ禍以降の利用低迷、修繕費・電気

代の高騰等により赤字が拡大。令和５年８月に年度内の廃止を決定し、令和５年１２月

２８日をもって閉店、令和６年３月３１日をもって廃止した。

② 自動販売機の設置

ベイシア文化ホール、群馬の森、県社会福祉総合センター、ぐんまこどもの国児童会

館、県総合スポーツセンター、ぐんまアリーナ、県青少年会館（R5.8撤去）、館林市つ

つじが岡公園、群馬中央病院、伊勢崎土木事務所、Ｇメッセ群馬、東部児童相談所、中

央児童相談所、県立小児医療センター（R5.9設置）

設置台数：３４台

(4) その他この法人の目的を達成するために必要な事業

ア 市町村母子福祉団体幹部・事務担当者研修会

期 日：令和５年４月２６日（水）

場 所：県社会福祉総合センター

参加者：１１団体２３人

イ 各種団体に対する要請

① 群馬県社会福祉総合センター団体の群馬県への団体要望

令和５年８月に、県に対し、自動販売機設置の要望を行った。

② 自民党政調会に対する要望

令和５年９月に、自民党政調会に対し、自動販売機設置の要望を行った。

③ 県・県教育委員会に対する要望

令和５年１１月に、群馬県女性団体連絡協議会を通じて県及び県教育委員会に対し、

ひとり親家庭の正規雇用策の充実等５項目の要望を行った。
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２ 役員会に関する事項

(1) 理事会の開催

① ５月理事会

期 日：令和５年５月１７日（水）

場 所：県社会福祉総合センター

議 題：令和４年度事業報告及び決算報告、旧「県母連」出捐金の使途等について

② ８月臨時理事会(書面開催）

期 日：令和５年８月１日（火）

提案事項：軽食喫茶ポルトの廃止等について

③ １０月理事会

期 日：令和５年１０月６日（金）

場 所：県社会福祉総合センター

議 題：理事長及び常務理事の職務執行状況報告等について

④ ３月理事会

期 日：令和６年３月１３日（水）

場 所：県社会福祉総合センター

議 題：令和６年度事業計画及び収支予算等について

(2) 評議員会の開催

① ５月評議員会

期 日：令和５年５月２７日（金）

場 所：県社会福祉総合センター

議 題：令和４年度決算報告、事業報告及び旧「県母連」出捐金の使途等について

② ８月臨時評議員会(書面開催）

期 日：令和５年８月１５日（火）

提案事項：軽食喫茶ポルトの廃止について

③ ３月評議員会

期 日：令和６年３月２２日（金）

場 所：県社会福祉総合センター

議 題：令和６年度事業計画及び収支予算、定款の変更について

(3) 正副理事長会議の開催

① 第１回

期 日：令和５年７月２６日（水）

場 所：県社会福祉総合センター

議 題：軽食喫茶ポルトの廃止等について

② 第２回

期 日：令和６年２月３日（土）

場 所：県社会福祉総合センター

議 題：令和６年度事業日程、事業案、県民大会、今後の運営方針等について

(4) 母子部関係会議の開催

① 第１回代表者会議

期 日：令和５年４月３０日（日）

場 所：県社会福祉総合センター

議 題：令和４年度事業報告及び令和５年度事業計画について

② 第２回代表者会議

期 日：令和６年２月３日（土）

場 所：県社会福祉総合センター

議 題：令和５年度事業の進捗状況及び令和６年度事業の検討について

Ⅲ 法人の課題

１ 会員の減少対策

若年母子・父子世帯に対し、いかに会への加入促進を図るか。また、限られた予算・人員体

制の中、いかに加入継続を図るか。
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[事業報告の附属明細書]

１ 会員数の内訳 令和６年３月３１日現在、単位：人

市部 会員数 町村部 会員数 ※個人会員 会員数

れんげつつじ ３０ 長野原町 ３３ 前橋市 ２５

粕川シクラメン ２６ 東吾妻町 ６０ 高崎市 ３０

新町 ５７ 片品村 ３４ 渋川市 ４

桐生市 ４５ みなかみ町 ０ 富岡市 １

伊勢崎市 ３９ 玉村町 ５ 安中市 ５

太田市 ８２ 明和町 １８ 榛東村 ３

沼田市 ３０ 千代田町 ３ 吉岡町 １

館林市 ５５ 大泉町 １９ 草津町 １

藤岡市 ２４ 甘楽町 １

みどり市 ３３ みなかみ町 １

計 ４２１ 計 １７２ 計 ７２

県合計 ６６５

※板倉町はR5.9解散、安中市はR5.12解散、太田市はR6.3.31解散
※個人会員は市町村母子会のない市町村の会員

２ ひとり親家庭無料学習支援事業

(1) 教室開催状況

教室名 開 催 児 童 講 師 児童一人当たり
の講師数

回 数 延べ参加数 １回当たり 延べ参加数 １回当たり
① ② 参加人数③ ④ 参加人数⑤

参加児童数 ②／① ④／① ⑤／③
Ａ 平均出席率

③／Ａ

前橋教室 １９回 １８３人 ．９．６人 １７５人 ９．２人 １．０人
１５人 ６４．０％

うち １９回 ２６人 １．４人 ２６人 １．４人 １．０人
ｵﾝﾗｲﾝ ３人 ４６．７％

玉村教室 ２６回 １０７人 ４．１人 １６８人 ６．５人 １．６人
８人 ５１．３％

高崎教室 １９回 １２０人 ６．３人 １４８人 ７．８人 １．２人
１６人 ３９．４％

合計 ６４回 ４１０人 ６．４人 ４９１人 ７．７人 １．２人
３９人 ５１．３％

(2) 参加児童の学年別内訳

教室名 １年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 中・高校 計 備 考

前橋教室 ０人 ０人 ４２人 ４２人 ７３人 ２６人 ０人 １８３人 県予算

(うちｵﾝﾗｲﾝ) (４人) (１２人) (１６人)

玉村教室 ２２人 ３７人 ３人 ０人 ３０人 １５人 ０人 １０７人 町予算

高崎教室 ２７人 ２人 ２人 １６人 ３２人 ２９人 １２人 １２０人 共同募金

合 計 ４９人 ３９人 ４７人 ５８人 １３５人 ７０人 １２人 ４１０人
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